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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．
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表紙説明「レーティッシュ鉄道　アルブラ線／ベルニナ線と周辺の景観」

アルブラ線／ベルニナ線は，スイスが誇る約 100年の歴史と伝統の鉄道路線と周辺に
広がる風景が 2008年 7月 7日に世界文化遺産に認定された．表紙のベルニナ線は，歯
車を使ったラック式鉄道ではなく，一般的なレールを使った粘着式鉄道でアルプス最高

地点を走る鉄道として，その技術が評価され，後につくられる鉄道のモデルになったと

いわれている．

『美味い牡蠣を食べたければ，森を育てること
が大事．モノづくりも同じで，今の子供たちをし
っかり育てないと，東北の復興はおろか，日本の
未来はない．』と恩師に声を掛けられ，仙台に行
った．小学生にミニ四駆®を組立てさせ，どうす
れば速く走れるかを考え，改造をして競争させる
イベントを開催した．子供たちは真剣な眼差しで
レースに取り組み，満面の笑みで応えてくれた．
理科離れ，技術離れを嘆く前に，技術者として出
来ることは沢山ある．震災から 3年半，インフラ
の復興はもとより，子供たちへの継続的な教育支
援が求められている．
＊ミニ四駆は株式会社タミヤの登録商標です．
 （稲田）

今回，久しぶりに編集委員を担当させていただ
きました．ジェイテクトになって 9年，会社規
模は光洋精工時代と比べて格段に大きくなりま
したが，製造業であることには変わりはありませ
ん．
製造業である以上，技術が最大の拠りどころ．
グローバル化で競争が激化している今だから
こそ，その技術をいかにアピールするか，いかに

自社技術の優位性，先進性を示していくかが重要
と考えます．そのためには，今まで以上に基盤技
術への注力と，そこで得られた成果を積極的に発
信していくことが必要です．本誌はその重要な役
割を担うものであり，微力ではありますが私もそ
れに貢献していきたいと考えています． （立石）

編集作業を通じ，工作機械事業部で開発してい
る機械，装置バリエーションの多さを改めて感じ
ました．それぞれの製品において，目標性能を達
成するために，さまざまな工夫がなされていま
す．技術者の苦労の結晶であるその工夫やノウハ
ウが，商品間で共有できれば，さらに良い商品が
できます．また，開発設計者として実現したいと
強く思っています．
限られたリソーセスで最大限の効果を発揮す
るためには，マーケティングと企画力が最重要と
なります．今後は，さらに世の中の潜在的ニーズ
を正確に分析し，技術的にワクワクする商品を開
発して，お客様に喜んでもらえる商品開発をして
いきたいです．そのためには，日本人が得意のチ
ームプレーが勝負の鍵だと思っています．ジェイ
テクトの皆様，協力お願いします． （出口）

編集後記
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